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Abstract

 We  carried  out  various  experiments  before washing  to examine  the relationship  between

the 
"air

 permeability" and  
"thermal

 ･insulation" of  several  marketable  fabrics.

 The  types of  fabrics we  used  in these experiinents  were  cotton,  cottonlpolyester  blend,

cupra  rayonlsilk  blend, nylon,  polyester,  and,  po]yester/polyurethane  blend,

 In addition,  we  then washed  the fabrics and  carried  out  the  same  experiments  again.

The  results  obtained  are  as  follows :

1 ) Although "air

 permeability" and  
"thermal

 insulatiqp" are  related,  our  studies  could

   not  definitely establish  the  relationship  between them,

2 ) The  relationship  between "air
 permeability" and  fabric thickness depends on  the

   type of  fabrics.

3) After washing,  
"air

 resistance"  is reduced  due to a  lack of  necessary  finishing

   processeS.

Key  Worcls : airpermeability,  air resistance,  thermal insulation.
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1， は じめ に

　布の 運気性 は、衣服の 保 温性 と快適性 に 重要な役割 をもっ て い る 。

　繊維 の 短所 を補 うため 、混紡 、交織が 施 され て きた。 しか し、現在で は、消費ニ
ーズ の 多様

化 に よ っ て、高度な性能が望 まれ るの で、混紡、交織の み では対応 出来な くな っ て きた 。

　そこ で 、布 に物理 的、化 学的な処 理 を行 っ て 性能を改善する仕上 げ加工 技術が 開発 され て い

る。

　本報 では、市販布の 木綿、木綿／ポ リエ ス テル 、キ ュ プ ラ レ ー ヨ ン ／絹、ナイ ロ ン 、ポ リエ ス

テ ル、ポ リエ ス テ ル ／te　iJ ウ レ タ ン の 無混紡 及 び混 紡布 を用 い 、仕上 げ加工 として は オ イル ク ロ

ス 、ワ ッ シ ャ
ー

、 撥水 、 ソ フ トエ ン トラ ン ト、シ ワ 、レ ル 、減量、染色 高光沢 、ス トレ ッ チ、

防縮の 各加工 、無加工 の 18種類 を用 い て、通気性及び保温性の 検討 を行 っ た。

　 18種類の 市販布の 用途は 、ス キーウ ェ ア、ス ポ
ー

ツ ウ ェ ア、ジ ャ ケ ッ ト、ラ イ トコ
ー

ト、ス

イム ウ ェ ア 、
レ オター ド、 ドレ ス

、
ス
ー

ツ
、

フ ォ
ー

マ ル ドレ ス
、 ラ ン ジ ェ

11一 と多岐 に わ た る 。

　 また 、洗た くの 繰 り返 しに よ り、加工 剤の 脱落な どに より通気性及び 保温 1生が ど の ように 変

化するか も検討 した の で 報告する。
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吉村 ・和田　市販 布 の 通 気性 に つ い て （第
一

報 ）

2． 寞験方法

Table　 1 ．試験布の 性質

試験布Nα 織　　 物　　 名 材　　質 加　　　　　　　工 特　徴　／　 用　 途

1 ブ ロ
ード 綿　　 100％ シ ル ケ ッ ト加工 100番手ブ ロ

ー
ド／プ ラ ウ ヌ．、シ

ャ ツ、シ
ー

ツ

2 ユ ニ チ カ ロ
ー

ン 綿 　 　 100％ オ イル ク ロ ス 空気 制 御 性 〔防寒性 ）に 優 れ る ／
ブ ル ゾ ン 、ジ ャ ケ ッ ト

3 ス タナーツ イル

　 　 　 　エ ン トラ ン ト

ナイロ ン

　　　 100％

ワ ッ シ ャ
ー・撥水 ・ソ フ トエ

ン トラ ン ト  加工

特殊複合化技術 に よ る合成繊 維

独 自の 高機能性／ス キ
ーウ ェ ア

4
　 　 　 　 テ ン

ス タ ナーX タ ッ サー ナ イ ロ ン

　 　 　 100％
シ ワ、撥 水加工 ブ ラ イ ト異型 断面糸同士 の 特殊

複合化技術／ス ポー
ッ ウ土 ア

5 レ ル レ ビ
ー

シ ル ク混

　　　　　　コ
ー

ト地

キュ プ ラ 90％
絹　　　10％

レ ル   、撥 水 コ ーティ ン グ加

工

ベ ン ベ ル グ  特有 の 上 品 な光沢

と しなや か さに絹をブ レ ン ド／ラ
イ トコ

ート

6 プ ロ ツ プ W フ ア イユ ポ リエ ル テ ル

　 　 　 100％
減 量、染 色加工 特殊高応 力収縮糸 と他 の 新合繊

を多層渦流エ ア交絡加工 技術 に

よ り複 合化 ／ブ ラ ウ ス 、ドレ ス

7 プ ロ ッ プ W デ シ ン ポ リエ ス テ ル

　　　 100％
減量、染色加工 ポ リエ ス テル 新 原織 「プ ロ

ッ プ」

と 多重 多型 混成糸 と を複合化／

ドレ ス、ブ ラ ウス

8 トリ コ ッ トFC 加工 ポ リエ ス テ ル

　　　 100％
FC 加工 （高光沢、ス トレ ッ

チ加 工 ）

サ ラ ン に も似 た美 し く艶 や か な

光沢 と ドレ
ープ性、ス トレ ッ チ

バ
ッ ク性を持つ ／ラ ン ジ ェ リー

9 パ コ ニ ア  

　　　ブ ロ
ー

ドク ロ ス

ポ リエ ス テ ル

　　　 100％
シ ワ 加工 ポ リエ ス テル 原綿 に セ ラ ミ ッ ク

ス を練 込 ん だ素材 1ブ ラウ ス、ス

ーツ

10 ラ ピア  V サ テ ン ポ リエ ス テ ル

　　　 100％
三 角 断 面構 造 を持 つ 制電加 工

糸／フ ォ
ー

マ ル ドレ ス 、ラン ジ ェ リー

11 シ ル ミ
ー5 サ テ ン

　 　 　 　 　 　ク レ ープ

ポ リエ ス テ ル

　　　 100％
無地 染 ポ リエ ス テ ル 異収 縮 混繊 糸 で 上

品な光沢 と ドレ ープ 性に優れ る／
ブ ラ ウ ス 、ドレ ス

12 ミ ロ
ー

ド6 ク レ
ープ

　　　　　　 　“‘
　 　 　 　 　 　 ア 冫

！ン

ポ リエ ス テ ル

　 　 　 100％
無地染 ポ リエ ス テ ル の サ イ ドス リッ ト

ヤ
ー

ン 使用 で 爽 や か な肌 触 り と

ドレ ープ性 が あ る／ブ ラウ ス、ド

レ ス

13 シ ル ミ
ー5 ク リス タル

　　　　　　ク レ
ープ

ポ リエ ス テ ル

　 　 　 100％
無地 染 ポ リエ ス テ ル 異 収 縮混 繊 糸で タ

テ糸 に 通 常 よ り太 い 糸 を使 用 し

た 中肉クレ
ープ／ブ ラウス、ドレ ス

14 トリコ ッ トス エ
ード ポリエ ステル82％

ポリウレ クン18％
ス エ

ー
ドの 風合 い を最大限に 生

か した 2WAY ス トレ ッ チ素材／
ス イム ウ ェ ア、レ オ タード

15 “
レ ル レ ビ

ー
 

”

シ ル ク

　 　 　 　 混 ブ ロ
ード

キュプ ラ 90％
絹　 　 　 10％

レ ル   加工 （恒久防縮加工 ） 吸・放湿 性、制電性、肌 触 りをその ま

まに加工 ／ブラウス 、ジャ ケ ット

16 “

シ エ ゼ ール  
”

キュ プラ 90％
絹　　　10％

ス ワ サーブ  加 工

（サ ン ドウ ォ ッ シ ュ タ イプ）

独 特の 表面効果 と 風合 い が ある／
ブ ラ ウ ス 、ス ーツ 、ジ ャ ケ ッ ト

172WAY トリコ ッ ト

　　　　 ト リン テ ィ  

　　　　　　「
ナイロ ン 85％ …浸染加工

ポ リウ レ タ ン

　　　　15％

新 タ イプ の ポ リウ レ タン 繊 維 で

水中塩素 に 対す る 耐久性向上／
ス イム ウ ェア、レ オ タード

18 ブ ロ
ード ポリエ ステル 65％　 シ ル ケ ッ ト加工

綿 　 　 　 35％
60番 手 ブ ロ

ード／ブ ラ ウ ス 、シ ャ

ツ、シー
ツ

＊ ユ ； チ カ  ：2、6、7、II、12、13　 東 レ   ：3、4、8、14、17
  旭 化 成 テ キス タイ ル ：5、15、16、　 　 ク ラ レ   ： 9　 帝人   ：10
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2− 1 試験布の 準備

　試験布は通気性試験及 び保温性試験 との 共通試料 で 30× 30cmの も の を 2枚 採 取 し 、 1枚は そ

の ままの 状態、残 りの 1枚は
一

般家庭用洗濯機 （全 自動　 National　 NA −F45Y5） を使用 し、

標準洗濯 （弱アル カ リ性合成洗剤 25g／30e ）を 5 回繰 り返 した もの を用意 した 。 また、未洗濯

試験布 と洗濯済試験布の それぞれ の布の厚み を厚み計（UPRIGHT 　DIAL 　GAUGE 　RI−B　OZAKI

MFG ．　CO ．，　LTD ．）に より測定 を行 っ た 。

　 さらに 、未洗濯試験布及び洗濯済試験布の 重 さを電子天秤 （Chyo　Balance　JP−16e）に よ り

計量 した 。

2−2 通気度試験機 に よ る測定

　布及 び繊 維 の 通気性 を精度 よ く簡便に計測 する こ とを目的とした通気度試験機　 KES −F8−AP1

（KATO 　TECH 　CO ．，　LTD ）を使 用 し た。 こ の 試 験機 はプ ラ ン ジ ャ
ー

／シ リン ダ
ー

の ピ ス トン

運動に よっ て定流量空気 を試料に 送 り、大気中へ 試料 を通 して放 出、吸引する機構 で、 1 サイ

ク ル 10秒以内に試料に よる圧力損失 を半導体差圧ゲ
ー

ジ を用 い て 計測 し、試料の 通気抵抗
“ R 。

をデジ タル パ ネル に よ り直読す る。

　測定原 理 は定常流差圧 測定方式 をと っ てお り、

　　　　　　　　　　　 V ＝△ P ／R または V ＝C △ P

　　　　　　　　　　　 V ；単位 面積当た りの 通気量、 mS ／  S

　　　　　　　　　　　 △ P ；圧 力差、＝Pi − P2、　 P 。 （＝N ／m ・）

　　　　　　　　　　　 R 　 ；通気抵抗 、 Pa ・S ／m

　　　　　　　　　　　 C 　 ；通気度 、
m ／Pa ・S

　　　従 っ て R 、C は

　　R ＝ △ P ／V 、C ＝ 11R の 様に 求め る こ とが で き、こ の装 置で は V は
一定で 、 4 × 10−2m ／

　　 S （＝ 4cc／S ・
（nf＞とな る 。

　試験布 は、保温性試験 との 共通試料 （30× 30cm） の もの を採取 し、測定位置 を変 えて 5 回測

定 し、平均値 を求めた 。 また、SENS が L で も測定で きな い 程通気抵抗の 高 い もの は、ギア
ー

を換 えて ビ ス．トン 速度 を0．2cm／sec に して測定 を行 っ た。なお 、標準ギア
ー

の ピ ス トン 速度は 2

cm ／sec で ある 。

　圧 力差は 、
L レ ン ジ に て 200Pa ／V に 較正 し て ある。た だ し、　 Pa （パ ス カル ）は次 の ような単

位 であ る。

　　　　　　　　　　　　　19 ／ 
z

＝ 98，07Pa

　　　　　　　　　　　lkg ＝ 9．807 （ニ ュ
ー トン ） （1Pa ＝ 1N ／m2 ）

水柱 1cm の 圧 力が 、 19 ／em
・

　　　　　　　　　　　　　＝ 9．807 × 10−3N
／1m ： × 10− 4

24
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 吉村 ・和 田 ：市販布 の通気性 につ い て （第
一

報〉

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ＝ 98．07Pa

　通気抵抗
“ R ”

は 、電気抵抗 と同じよ うに 圧 力／通気量 で表され、こ の 装置 では通気量 を一定

に して 、圧 力 と通気抵抗が 比例する こ と に よ り圧 力差 か ら通気抵 抗 を計算する。

　　　　　　　　　　　　　R ＝△ P ／V

　　　　　　　　　　　　 △ P ：圧 力差

　　　　　　　　　　　　　V ：単位面積当 りの 通気量　rn
・

／m
！ ・S

　こ の 装置の V は、 4 × 10
− 2m

／S （＝4ec／S ・
 

2）で ある。

　シ リン ダー内直径は 4cm で あ り、シ リン ダ ー断面積 S は 、

　　　　　　　　　　　　　S ＝ 22× π
＝ 4 π  m ：

　ピ ス トン 運動ス ピ
ー

ドは 2  
2

／S で あるか ら、流量は、

　　　　　　　　　　　　　 4 π  
2 × 2cm ／S ＝ 8 π　cml／　S で ある 。

　次に 、通気穴 の 直径 は 2．828emで あ るか ら通気穴 面積 A は、

　　　　　　　　　　　　　A ＝ 1．4142× π
＝ 2 π  

2

　単位 面積当 りの 通気量 V は、流量／通気穴面積 で あるか ら、

　　　　　　　　　　　　　V ＝ 8 π 　cm ・／　S ÷ 2 π 　cma

　　　　　　　　　　　　　　＝ 4  
・／S ・

 
・

　　　　　　　　　　　　　　＝ 4cm／S （1cm ＝ 10−2m ）

　　　　　　　　　　　　　　＝ 4x10 − 2M
／S

　圧 力差は、L レ ン ジ にて 200Pa ／V である か ら、例 えば 出力電圧 が lV で あれ ば通気抵抗
“ R ”

は、

　　　　　　　　　　　　　R ＝200Pa／4 × 10−2m ／S

　　　　　　　　　　　　　　 ＝ 5000Pa ・S ／m

　　　　　　　　　　　　　　；5KPa ・S ／m

となる。
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構 成
ア ナ ロ グ出力

一
圧 力セ ン サ ー

L
ロ
ー

ノ イズ

DC ア ン フ

矚

積分 計

コ ン トロ
ー

ノレ回 路
一

プ ラ ン ジ ャ
ー

駆 動 部

デ ジ タル ボ ル ト

メータ
ー

表示

直 読値
UR ”

測 定原 理

　定常流差圧 測定方式

き￥
： SPECIMEN

ぞ三ξ
AIR

：i…、
薫

P1 戴
’」，’「

V （co 蝋 ant ）

P2’
詳

眠
、

測定機構 Sample

Air　Cylinder
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2− 3　保温性試験機 に よる測定

　一般織物 ・編物及び各種保温材等の 保温率 を測定す るこ とを目的 とし、JISL−1096及 び AS ．T ．

M ．D −1518・57T に準 じて製作され た保温性 試験機 （  大栄科学精器製作所製）を使用 した 。

　こ の 試験機は 、 人間 の 体温 （36℃）を標準 と して平 らな状 態で 試験片 の 自然な放熱量 を測定

し 、 次式に よ り保温率を求め る。

　　　　　　　　　　　　　　Q （％〉＝ （1 一甚）× 100

　　　　　　　　　　　　　　　Q ；保 温率

　　　　　　　　　　　　　　　a ；試験片 を置か な い ブ ラ ン ク状 態の 放熱量

　　　　　　　　　　　　　　　　 （cal ／〔rm2／　S また は w ／h）｛J／cm
・
／S ｝

　　　　　　　　　　　　　　　b ；試験片 を置 い た状 態の 放熱量

　　　　　　　　　　　　　　　　 （ca1 ／ 
・／S また は w ／h） ｛J／（  ／S ｝

　試験 片 は、30× 30cmの もの を採取 し「シ ワ 」を有す る もの は 伸ば し、室温 20± 2 ℃、湿度65±

5％の 室内に 10時間以上放 置 して お い た もの を使用 し、先ずブラ ン ク状 態で 7200秒間試験 を行

い 、続い て 試験 布に移 り測定 した。
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Table  2, AirPermeability(BeforeWashing)

Samples
  (No.)

AirPermeability  R

1 2 3 4 5 Mean

123456789101112131415161718 1.3649.5024.90

 3.96
 6,11
 O,27
 e.27
 O,17
 O.27
 O.10
 e.lo
 O.25
 O.18
 O.27
 O.27
 O.24
 O.07
 O.91

 1.4755.8024.3e

 3,91
 6.01
 O.27
 O.27
 O.13
 O.27
 O.10
 e.lo
 O.26
 O.18
 O.27
 O.27
 O.23
 O.07
 O.89

1362235ooooooooooooo.49.20.70.89.66.27.27.14.27.11.09.25.17.27.27.25.88,95 1,3357.4022.90

 4.18
 5.36
 O.27
 O.27
 O.14･O.27

 O.11
 O.10
 0.26
 O.19
 O.27
 O.27
 O.27
 O.09
 1.02

 o.55.37.

 4.
 6.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.

398040193727271327111027192727260892 1.50.26.

 4.
 5.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 e.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.

419444029027271327101026182727250894

Table  3, AirPermeability(AfterWashing)

Samples
  (No.)

AirPermeabilityR

1 2 3 4 5 Mean

123456789101112131415161718 O.27
 1.9836.70

 3.15
 O.90
 O.27
 O.27
 O.10
 O.26
 O.09
 O.10
 O.21
 0.21
 O.27
 O.27
 O.18
 O.09
 O.27

 O.27
 1.8e33.00

 3.50
 O.95
 O.27
 O.27
 O.08
 O.27
 O.09
 O.10
 O.25
 O.20
 O.27
 O.27
 O.19
 O.10
 O.27

 o.
 L27.

 5.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.

277950179927270827081022202727220927 o.
 2.26.

 4.
 L
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.

270450991227270927901024202727200727 o.
 L31.

 3.
 L
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.

28624037192727102708102e192727220727 o.
 1.31.

 4.
 1.
 o.
 o.
 o.
 o.
 o.
 O.
 o.
 o.
 0･
 o.
 o.
 o.
 o.

278502040327270927091022202727200927
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Table　 4 ．

　　　　　　　　吉村 ・和田

（Before　Washisg ）

：市販布 の 通気性 に っ い て （第
一

報）

Samples
　　（No．）

Thickness
T （  ）

Weight
w （mg ／Ut）

Air　Permeability
　　　　　　R

Thermal 　Insulation
　　　　　　　（％）

1234567891011121314151617180．2140
．1250
．3710
．2560
．1520

．31002830

．2080

．2300
．1960
．2530
．1920
．2020

．620021102800

．6840
．210

10．818
．6916
．4712

．7010
．2412

．9110
．4010

．4412
．328
．3910
．878
．748
．5223
．1613
，4814
，0419
，3811
．57

1．4150
．9426
．444
．025
．900
．270
，270
。130
．270

．100

．100

．260

．180
．270

．270

，250

．080

．94

150562684774348316617084797035224740　

1

　

1

　

　

　
3111

　

　
43211

Table　 5 ． （After　Washing ）

Samp 工es

　　（No．）
Thickness
T （皿 m ）

Weight
W （mg ／c皿

・
）

Air　Permeability
　　　　　　 R

Thermal　Insulation
　　　　　　　（％）

1234567891011121314151617180，2280
．1700

．3910
．2700
ユ72

  ．3120
．2900

．2120

．2410

．2070

．2510

．1830
，2090
．6580
．2450
．3200
．6550

．230

12．2010
．0617
．7014
．5311
．9314
．0612

．3612

．5613

．1110

．2312
．009
．8310
．0929
．2215
．4214

．6923

．7011
．28

0．271
，8531
．024
，041

．030270

．270
．090
．270

．090

．100

．220

．200

，270
．270
．200
．090
．27

120925335132908790271583051327224362212

　

　
11223212312

　

2
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Fig　3．　Cemparison 　of 　Air
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4． 考 察

1 ．通気性 に つ い て は、布 の構造、布 の厚 さ T 、重 さW と仕上げ加工 （糊 つ け も含む）の 種 類

に よ っ て異 なる と考える の が普通で あるが 、 仕上げ加工 に は種 々 な もの が あり、 通気抵抗度

R は大 き く変化す る こ とが 認め られた 。

　 まず、Table 　2 に 示 す よ うに 、試料No．　2、No．　3 、Nα 4 、No．　5 に つ い ては 、繊維 は綿 ブ ロ
ー

ド、

ナ イ ロ ン
、 キ ュ プ ラ／絹で あるが 、 通気抵抗度 R は大 きい

。 それ ら の 布に は 、 仕上げ加工 と し

て オ イル 加工 、撥水加工 、レ ル 加工 などが 施 されて い る 。 布の 用途 もブ ル ゾ ン 、ジ ャ ケ ッ ト、

ス キーウ ェ ア 、 ス ポーツ ウ ェ ア 、ライ トコ
ー

ト用 で ある 。

　 こ れ らに 比 べ て 試料No．17、
　 No．11、

　 Na　8 、 No．13、
　 No．14、

　 No．15、
　 No．　6 、 No．　7 は通気抵抗度 R は

小 さ い 。繊維は ポ リエ ス テ ル 、ポ リエ ス テ ル ／ポ リウ レ タ ン 、ナ イ ロ ン ／ポ リウ レ タ ン で、仕

上げ加工 と して、FC 加工 、浸染加工 及び無加工 で ある。布 の 用途 は ス イム ウ ェ ア、レ オ タ
ー

　ド、ブ ラウ ス、 ドレ ス な ど で ある 。

　 つ ぎに 、洗濯を繰 り返 した布に つ い ては、Table　3及び Fig　1 に示す ように、試料 No．　2、

Nα 3、Na　4 に つ い て は通気抵抗度 R は大 きい
、 洗濯前 と比較す ると、　 No．　3 以外は通気抵抗 R

は小 さ くな っ て い る。特…に、No．　5 に つ い て は R ＝5．90か ら R ＝1．03とか な り小 さ くな っ て い

る。こ れ らは加工剤が 脱落 した もの と考 えられ る。また、布地 は 洗濯に よ り、Table 　4 、5 に

示す よ うに 厚 さT 、 重 さW は増加 して い る。

2 ．保湿性 に つ い て は 、繊維 の 種類、布 の 厚 さ T 、に よ っ て 異な る と考え られ る が 、今 回の 実

験 の 結果で は試料Ne．14、　 Nα　8、No．15、　No．16が保 温性が 良 い 。繊維 は、ポ リエ ス テ ル ／ポ V ウ レ

タ ン 、ポ リエ ス テル 、キュ プ ラレー ヨ ン／絹で 、仕上げ加工 は ス エ ー ド加工 、FC 加工 、レ ル

加工 、ス ワサ
ーブ加工 が 施 され て い る。布地 の 用 途は ス イム ウ ェ ア、 レ オ タ

ー
ド、 ス

ー
ツ 、

ジ ャ ケ ッ トな どで ある。こ れ らに比べ て試料 Na13、　No．　6、Na12、　 No．　1、No．　3 は保温性 が低 い 。

繊維 は ポ リエ ス テ ル 、綿、ナ イ ロ ン で 、加工 は シ ル ケ ッ ト加工 、ワ ッ シ ャ
ー

加工 、減量加工 、

染色加工 が施 されて い る 。 布 の 用途 は 、
ブ ラウ ス

、 ドレ ス な どである 。

　 っ ぎに、洗濯 の 繰 り返 し後測定 した結果 を Fig　2 で示す ように 、試料 No．・4 、Nα　8、Ne．14、

No．15、　 No．16、　 Na17の 6 試料が保温性が低 くな り、12試料 は良 くな っ て い る。こ れ は、洗 濯 の

繰 り返 しに よ り加 工 も脱 落す る が 、布の 厚 さ T 、重 さ W は 増加 して い る の で こ の よ うな結果

　とな っ た とみ られ る 。
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吉村 ・和田 ：市販 布 の 通 気性 に つ い て （第
一

報 ）

5．　 ま　 と　 め

　種 々 の 用途 の 市販布 を用 い て 、 通気性及 び保温性に つ い て 実験 を行 っ た 。 通気性及び保温性

は、被服材料 の用途に 応 じて 、そ れ ぞれ考え なければ な らな い と思 われ る 。 日本 の 気候 に合 っ

た衣類 （夏服か ら冬服 まで ）が、こ れ らの 着用 性能の み を支配 するわけ で は な い が 、 大変重要

な性能で ある。本報で は、18種 類 の 試料 で検討 を行 っ た 結果、つ ぎの こ とが明 らか に な っ た。

　 1 ．布 の 通気性 と保温性 の 相 関関係 は、Fig　3、 4 に 示 すように 顕著 で は な い
。

　 2 ．布 の 厚 さ T と通気抵抗度 R との 関係に つ い て も、Table　4、5に示 すよ うに顕著で は な い
。

　 3 ．洗濯の 繰 り返 しに よ っ て、通気性 も保温性 も変化す る こ とが 明確 で あ り、 こ れは、被服

　　材料 の 耐久性 と も関係 が 深 い 。本報で は 、 ラ ン ドリ
ー

の み で あるが 、 ドライク リーニ ン グ

　　 を行 えば また異な っ た データー
が得 られた と思われる。

　 4 ．洗濯の 繰 り返 しに よ り、厚さ T 、重 さW は増加 して い る。布 の 通気性はW ／T の 影響が あ

　　 る と考 えられ る 。

　以上の 点が 明 らか に なっ たが、被服材料は用 途 に よ っ て通気性及 び保 温性が どの 程度が 適当

で あるか は、ま だ まだ 研 究 の余地 が ある と考 え られ る。本報は
一

枚 の 布 の 通気性及び保 温性の

検討 を行 っ たが 、冬の 衣料 として 重 ね布 の 検討 も次報の 課題 とした い 。
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